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３０地域内流通化のための効率的な貯蔵・搬送技術体系の確立
課題名

試験研

究年次

飼料作物の貯蔵搬送機械及び小型サイロの評価

６３～２年（完了）

Ｉ目的

分類 ②

粗飼料の地域内流通を図るため、省力的に貯蔵し､かつ、製品または原料草を搬送す
るための収穫機械、作業体系、小型サイロ等の利用上の問題点を明らかにする。

Ⅱ試験方法

１供試草種(1)イタリアンライグラス(2)トウモロコシ

２供試機械(1)ロールベーラ（直径90cm）(2)タイトベーラ（コンパクトベール）

(3)テッビングワゴン（積替え可能）

３各種小型サイロ 規格等

(1)バッグサイロ円筒型 (Ａバッグ－１）1.37,3

(2)〃ふろしき型（ Ｂ バ ッ グ － ２ ） 1 . 4 4 1 1 1 3
(3)タイトベールバツグサイロ（Ｃバッグ－３）・1.20,3

(4)ロールベールスタツクサイロ（Ｄロールスタック）0.57,3

(5)〃ラツブサイロ（Ｅロールラツフ．）0.57,3

(6)タイトベールアンモニア処理（Ｆアンモニア－１）3.37,3

(7)ロールベール〃 （Ｇアンモニア－２）0.57ｍ

Ⅲ主要成果の概要

３

ロールベーラの導入とテッビングワゴンの導入は収穫作業、運搬作業を大幅に短縮で

きる。また、随時運搬可能な小型サイロとしては、ロールベールラッブサイロが優れて
いる ｡

１ロールベーラはタイトベーラと比較し、梱包速度が速いことから梱包時間が約50％

に短縮され効率的である。ロールベーラの大きさはタイトベーラの約７倍、乾物重で

は約10倍の重さとなることから、積載運搬のためには、フロントローダあるいはフォ

ークリフト等の機械が必要である。作業要員としてロールベーラは、最低２人のオペ
レーダが必要であるが、タイトベーラで必要とする積載要員を2名減員できる。

２デシビングワゴンの導入により運搬車両への積み替えが可能となり、遠隔圃場では

ダンプカーの使用により運搬時間が大幅に短縮できる。テッビングワゴン→ダンブカ

－体系では貯蔵施設としてバンカーサイロが適している。

３運搬が可能で、かつ、省力的に調製できるのはロールベールスタックサイロであり

、 何時でも容易に搬送できるのはロールベールラッブサイロである。重量があるため
搬送にはフォークリフトあるいはフロントローダ等が必要である。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表ロールベーラとタイトベーラの比較（63年）
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第２表テッピングワゴン導入による収穫ｏ運搬作業体系の変化（1年）

刈取I，拾上げ積替運搬受入れ

反転切断え等（速度）サイロ体系の特徴
集草積載一機械

既存モーアﾊｰﾍ､､ｽタ車両ｱﾛｱ,ﾀﾜｰｻｲﾛﾌｱｰﾑﾜ丁ﾝが
体系ﾃｯダ、交換ﾌｱｰﾑﾜｺｰﾝﾊｰﾝｶｰｻｲﾛ２台必要

レーキﾌｧー ﾑﾜｺ､､ン３分（10～15km/h）ｽﾀﾂｸｻｲﾛ

＋ ﾊー ﾍー ｽﾀ積み（ﾌｱー ﾑﾜｺ､､ン

ﾃｯﾋ゚ ﾝｸ､､同上ﾃｯﾋ゚ ﾝｸ
Ｗ，

替えダンプカ ン
ｱﾛｱ,ﾀﾜー ｻｲﾛ運搬手段が
ﾊ､､ﾝｶー ｻｲﾛ豊富ハ､､ﾝｶー

１分（25～30km/h）ｽﾀｯｸｻｲﾛ、雨ンワコ､ ､ ン ｻ ｲ ﾛ に 適

注）＊印は変化した部分，

ﾄｳﾓﾛｺｼではﾓｱ，テッダ，
〆7印グﾝﾌ゚ﾎ､､ﾂｸｽが必要

ﾚー ｷ不要

第３表各種小型サイロの評価
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

新しい機械（ロールベーラ、テッピングワゴン）導入時の参考資料となる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

ロールベールラッブサイレージで一部廃棄が見られるため篭低水分（20～30％）での

一層の品質向上を図る必要がある。
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